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はじめに
日本人 の人生観 の中で最 も大切 に してい るもの の一つ は健康で ある1}。世界保
健機構(W.H.O.)で は,健 康 につ いて次 の ように定i義してい る。Ilealthisa
stateofcompletephysical,mentalandsocialwell-being,andnotmerelythe
absenceofdiseaseorinfirmity.身体 的tS{建康 と精 神的な健康,そ して社会的
な健康 まで を考 えな けれ ばな らない としてい る2)。
しか しなが ら,現 状 として身体的 な健康 はもとよ り,精 神的 な健康 までは関
心を持 ってい るが,社 会的な健康,言 い替 えれば我 々 を取 り巻 く環境 までを含
めた健康 についての理解 は決 して深 くない。 この環境 を も含 めた社会的な健康
への認識 は,健 康 への教育が重要 な役割 を示 してい ると思われ る。
健康への教育 は,家 庭で始 め られ,幼 稚 園や保育園 あるい は小学校 で動機づ
けが行われ,中 学校 ・高等学校 の保健体育 の科 目で実践 されている。大学 にお
いても保健理論が高等教育の最終実践 の場 として捉 えられてい る。年齢 に応 じ
た,あ るい は年代 に応 じた保健理論 の実践,健 康 への教育 の実践が行われてい
る。
社会的 な健康 は身近 な生活習慣 の意識 と行動 にな って現れ る3)。教 室で学んだ
理論 を,生 活 の場で どの様 に実践 して居 るか は,健 康 に携わ るもの としては多
いに興味 ある ところであ る。大学生 の健康 に対 する意識 や行動 を集 団的 に捉 え,
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現場の健康教育に生かすことを目的 として健康調査 を実施 した。その結果,若
干の知見を得たので ここに報告する。
研究方法
健康 に関す る調査 は平成元年度 前期分 の保健理論受講生 に,ほ ぼ授業の終 了
す る期 末試験直 前の平成元年7月 の授業時間中 に行 なわれ,直ちに回収 された。
調査対象 は有効 回答 が得 られ た,283名であ った。
次 の項 目について聞 いた。
Ql.あ なたの性別 は?
Q2.あ なたの年齢 は?
Q3.こ の一週 間 に朝食 を食 べた 日は何 日あ りま したか?
Q4.こ の一・週 間 に便通 は毎 日あ りましたか?
Q5.こ の一週 間の睡眠時間 は平均 して何時間 ぐらいですか?
Q6.こ の一週 間 に ぐっす り眠 れ た日は何 日あ りましたか?
Q7.こ の一週 間 に運動(体育 の授業 も含めて)した 日は何 日あ りましたか?
Q8.こ の一週 間の運動量 を少 な い と思 い ますか,多 い と思 い ますか?
Q9.こ の一週 間 に疲 れを感 じた 日は何 日あ りま したか?
Q10.この一週 間 にお酒(ビ ール,日 本酒,ウ イスキs-一一,ワイ ンな ど)を 飲
んだ 日は何 日あ りましたか?
Q11.あなたはタバ コを吸 い ますか?
Q12.あなたは自分 の体力 に自信が あ りますか?そ れ とも不 安が あ ります
か?
Q13.あなた は自分 の健康 に自信が あ りますか?そ れ とも不 安が あ ります
か?
Ql4.体を動かす ことが好 きです か?そ れ とも嫌 いですか?
Q15.あなた は普段,自 分 の健 康 に関 して何 か心 がけてい ますか?
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Q1,2は2つ,Q15は6つ,Q8,12,13,14は7段 階尺度 の7つ,Q
3,4,6,7,9,10は0日 一7日 まで の8つ,そ れぞれ選択肢 を用意 した。
Q5,11は時間 と本 数の数字 を,QI5の その他 で は言葉 を,自 由 に記 入 して も
らった。
質問紙 の作成 にあた って は,過 去 に行 われ たい くつかの健康 調査票1}・4)・5}・6)が
参考 に された。現在 の行動 は意識が忠実 に記載 され る よう注意 を した。回答 に
あたって は,次の文章 を記載 しまた調査 実施 者 が朗読 した。「この調査 の目的 は,
健康 に関 す る行 動 と意識 を集団的 に把握 す る ことで す。従 って貴 方の個人 デー
タが公表 され る ことはあ りませ ん。また,無 記名 ですか ら秘 密 は厳守 され ます。
ですか ら,各 質 問 の文章 を よ く読 んで,自 分 が普段思 った り,感 じて いる こと
をその ままお答 え下 さい。答 える方法 は適切 な文章 を まるで囲ん だ り,()の
中に文字 を入 れ た りして下 さい」
集計 に当た って は,パ ー ソナル コンピ ュー タNEC-PC9801VXを用 い,ソ
フ トはロ一 夕ス1.2.3.を使 用 した。
結 果
調査結 果 は次 の通 りで あ った。
Ql.あ なたの性 別 は?
男子学 生150名,女子133名で あった。
Q2.あ なたの年齢 は?
20歳未 満 の学生 は122名,20歳以 上 の学生 は161名であっ た。
Q3.こ の一週間 に朝食 を食 べた 日はあ りましたか?
この一週間 に毎 日朝食 を食 べ た学生 は男子60名,女子71名の計131名46.5%で
あった。一週間 に6日 朝食 を食 べ た学生 は男子6名,女 子4名 の計10名3.%で
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あ っ た 。 以 下 同様 に,5日 は11名,18名 計29名10.3%,4日 は11名,6名 計17
名6.0%,3日 は15名,13名計28名9.9%,2日 は16名,10名 計26名9.2%,1日
は3名,7名 計10名3.5%,こ の 一 週 間 に 朝 食 を1日 も食 べ な か っ た 学 生 は男 子
27名,女 子4名 の 計31名11.0%であ っ た 。
Q4.こ の一週 間に便通 は毎 日あ りま したか?
この一週 間 に毎 日便通 のあ った学生 は男 子111名,女子51名の計162名58.5%
であった。一週間 に6口 便通 のあった学生 は男子1名,女 子2名 の計3名1.1%
であ った。以下 同様 に,5日 は10名,20名計30名10.8%,4日は13名,20名計
33名11.9%,3日は10名,26名計36名13.0%,2日は1名,6名 計7名2.5%,
1日 は1名,3名 評4名1.4%,こ の一週 間 に便通 が一 日 もなか った学生 は男子
2名のみ0.7%であ った。
Q5.こ の一週間 の睡眠時間 は平均 して何時 間 ぐらいで すか?
設問5の 集計にあたって は一時 間未 満の小数 点以下 は四捨 五入で処理 を した。
この結果,この一週 間の平均 睡眠 時間12時間 の学生 は男子2名 のみ0.7%であっ
た。平均睡眠時間10時間 は男子5名,女 子1名 の計6名2.1%で あった。以下 同
様 に9時 間 は6名,5名 の計11名3.9%,8時間 は29名,17名の計46名16.3%,
7時間 は33名,37名の計70名24.7%,6時間 は48名,40名の計88名31.1%,5
時間 は19名,25名の計44名15.5%,4時間 は6名,6名 の計12名4.2%,3時間
は1名,1名 の計2名0.7%,不 明 は1名 であ った。
Q6.こ の一週間 に ぐっす りねむれた 日は何 日あ りま したか?
この一週 間 に毎 「{ぐっす り眠れ た学 生 は男子51名,女子56名の計107名37.9%
であ った。一週間 に6日 ぐっす り眠れた学 生 は男子7名,女 子3名 の計10名3.5
%で あった。'以下 同様 に,5口 は23名,15名計38名13.5%,4日は10名,12名
計22名7.8%,3日は18名,22名計40名14.2%,2日は16名,13名計29名10.3%,
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1日は15名,8名言123名8.2%,この一週 間に ぐっす り眠れた 日が一 日もなか っ
た学 生 は男子9名,女 子4名 の計13名4.6%であった。
Q7.こ の一週間 に運動(体 育 の授業 を含めて)し た 日は何 日あ りましたか?
この一週間 に毎 日運動 をした学生 は男子19名,女子6名 の計25名8.9%であっ
た。一週間 に6日 運動 を した学生 は男子2名 のみ0.7%であった。一週間 に5日
運動 を した学生 は男子7名,女 子1名 の計8名2、8%で った。以下同様 に,4日
は5名,3名 計8名2.8%,3日}さ16名,16名計32名11.3%,2日は18名,30名
計48名17.0%,1口は68名,62名計130名46.1%,この一週間 に運動 した 日が1
日もなか った学生 は男子15名,女子14名の計29名10.3%であった。
Q8.こ の一週間 の運 動量 を少 ない と思 いますか,多 い と思 い ますか?
この一週間の運動量 を非常 に多い と答 えた学生 は男子39名,女 子45名の計84
名29.7%,かな り多 い と答 えた学生 は男子28名,女 子26名の計54名19.1%,や
や多い と答 えた学生 は男子34名,女 子28名の計62名21.9%,適度 である と答 え
た学生 は男子38名,女 子25名の計63名22.3%,や 少 ない と答 えた学生 は男子
4名,女 子5名 の計9名3.2%,か な り少ない と答 えた学生 は男子2名,女 子3
名の計5名1.8%,非常 に少 ない と答 えた学生 は男子5名,女 子1名 の計6名2.1
%で あ った。
Q9.こ の一週 間 に疲れ を感 じた 日は何 日あ りましたか?
この一週間 に毎 日疲 れを感 じた学生 は男子58名,女子51名の計109名38.8%で
あった。一週 間 に6日 疲れ を感 じた学生 は男子1名,女 子3名 の計4名1.4%で
あった。以下同様 に,5日 は16名,12名計28名10.0%,4日は14名,14名計28
名10.0%,3日は17名,18名計35名12.5%,2日は16名,20名言1'36名12.8%,
1日は14名,8名計22名7.8%,この一週 間に疲れ を感 じた 日が一 日もなか った
学生 は男子13名,女 子6名 の計19名6.8%であった。
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Q10.この一週 間 にお酒(ビ ー ル,日 本酒,ウ イ ス キー,ワ イ ンな ど)を 飲 ん
だ 日は何 日あ りましたか?
この一週 間 に毎 日お酒 を飲 んだ学 生 は男 子11名,女子1名 の計12名4.3%であ
った。この一週 間 に6日 お酒 を飲 んだ学生 は男子1名 のみ0.4%であった。5日
お酒 を飲 んだ学生 は男子1名,女 子2名 計3名1.1%で あ った。以下 同様 に,4
日は3名,5名 計8名2.8%,3日 は21名,12名計33名11.7%,2日は22名,20
名 計14.9%,1日 は31名,36名計67名23.8%,この一週 間 にお酒 を1日 も飲 ま
なか った学生 は男子59名,女 子57名計116名41.1%であった。
Q11.あなた はタバ コを吸 い ます か?
タバ コを吸わ ない と答 えた学 生 は221名で78.1%,吸う と答 えた学生 は61名で
21.5%であった。男子学 生喫煙者 の一 日に吸 う本 数 は40本が2名0.7%,30名が
3名1.1%,25本が4名1.4%,20本が22名7.8%,15本が9名3.2%,10本が6
名2.1%,8本 が2名0.7%,7本 が1名O.4%,5本 が3名1.1%,3本 が1名
0.4%,2本が1名0.4%,1本 が1名0.4%で あ った。女子 学生喫 煙者 の それ は
20本が1名,15本 が1名,10本 が1名,7本 が1名,5本 が1名 で,そ れ ぞれ
0.4%であった。
Q12.あなたは自分の体力に自信がありますか?そ れとも不安がありますか?
自分の体力に非常 に自信があると答えた学生 は男子6名,女 子7名 の計13名
4.6%,かな り自信があると答えた学生 は男子12名,女子13名の計25名8.8%,
やや自信があると答 えた学生 は男子39名,女子34名の計73名25.8%,どち らで
もない と答えた学生 は男子26名,女子33名の計59名20.8%,少し不安 であると
答 えた学生は男子38名,女子25名の計63名22.3%,かな り不安である と答 えた
学生 は男子18名,女子15名の計33名11.7%,非常に不安である と答 えた学生 は
男子11名,女子5名 の計16名5.7%,不明1名0.4%であった。
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Q13.あなたは自分の健康に自信があ りますか?そ れ とも不安がありますか?
自分の健康 に非常 に自信があると答 えた学生は男子10名,女子4名 の計14名
4.9%,かな り自信が ある と答 えた学生 は男子14名,女子7名 の計21名7.4%,
やや自信が あると答 えた学生 は男子50名,女子40名の計90名31.8%,どちらで
もない と答 えた学生 は男子22名,女子22名の計44名15.5%,少し不安 である と
答えた学生 は男子33名,女子31名の計64名22.6%,かな り不安であると答えた
学生 は男子11名,女子24名の計35名12.4%,非常 に不安であると答 えた学生 は
男子10名,女子5名 の計15名5.3%であった。
Q14.体を動かす ことが好 きですか?そ れ とも嫌 いですか?
体 を動かす ことを非常 に好 きと答 えた学生 は男子4名,女 子3名 の計7名2.5
%,か な り好 きと答 えた学生 は女子4名 のみ1.4%,やや好 きと答 えた学生 は男
子7名,女 子10名の計17名6.0%,どち らで もない と答 えた学生 は男子21名,女
子11名の計32名11.3%,や嫌 い と答 えた学生 は男子44名,女子43名の計87名
30.7%,かな り嫌 いと答 えた学生 は男子37名,女子45名の計82名29.0%,非常
に嫌い と答 えた学生 は男子37名,女子17名の計54名19.0%であった。
Q15.あなたは普段,自 分の健康に関 して何か心がけてい ますか?
この設問に関 しては複数回答 も良 として,回答総数 は373であった。その結果,
栄養のバ ランスを考 えてい ると答 えた学生が男子42名,女子51名の計93名24.9
%,十 分 な睡眠を取 るように心がけている と答 えた学生が男子35名女子49名の
計84名22.5%,思い悩 まないようにしていると答 えた学生 は男子33名,女子21
名の計54名14.2%,気分転換 をしていると答 えた学生が男子25名女子19名の計
44名11.8%,運動す るようにしていると答 えた学生 は男子21名,女子14名の35
名9.4%,規則正 しい生活 をしていると答 えた学生 は男子14名,女子18名の計32
名8.6%,その他が男子21名,女子10名の計31名8.3%であった。無記入 は男子
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3名,女 子2名 の計5名 であった。 その他 としては,心 が けているこ とが特 に
ない,考 えていない,気 に しない,何 もしない等が最 も多 か った。他 に,清 潔
に心が ける,健 康 だ と信 じる,無 理 を しない,ス トレス を溜 めない,薬 に気 を
付 ける,ベ ジタ リアン ・ライ フをしてい る,努 めて歩 く,階 段 を利 用す る,暇
な時間が出来 たら少 しの時間で も眠 る,青 空 を見 るな どで あ った。
考 察
一週 間の朝食頻度 を図1に 示 した。約 半数が毎 日食 べていたが,全 く食べ な
かった者 は約一割,残 り四割 が食 べた り食 べなか った りとい うことにな り,決
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図1一 週間の朝食頻度
して良好な状態 と言えない。 この一割の朝食欠食者 は大いに問題がある。朝食
については,確 かに食べなかった一割の者の議論 は重要であるが,食 べた者で
もその朝食の内容にまで注目しなければならないとする議論 も極めて重要であ
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る。朝食 を毎 日きちん と取 る人の中で も約20%の者 はその食事 内容に問題があ
るとされている7}。今回の調査では食事内容にまで は踏み込んでいないが,大学
生の健康 に関す る意識 と行動 を把握するためには避 けては通れないであろう。
食事の習慣 は健康な生活,規 則正 しい生活 と関係が深い と言われ8)・9)・10),また,
親元で生活 しているもの といわゆる下宿生活者 とでは朝食 の摂取率が極端 に違
うと言われ ている。一方,こ のころの年代についてはダイエ ッ トなどに関する
摂食障害 についても注意 しなければならない田。朝食 を毎 日取 るものは女子が男
子 より高い率 を しめ,逆 に朝食 を食べないものは女子 より男子が高い率を示 し
たことは,朝 食を毎 日取 ることは女子の方がよ り習慣化 されていると言える。
設問15でも男子 より女子の方が規則正 しい生活 をするように心がけているとい
う結果が出てお り,女 子学生が男子学生 よ りも生活状況は良好 な状態であると
言 える。
睡眠時間 は5時 間,6時 間,7時 間,8時 間に集中 してお り,平 均睡眠時間
は6.4時間であった。男女差 は認め られず男子6.37時間,女子6.38時間であった。
何れにおいて も,同 年代 の者 に睡眠時間7時 間あるいは8時 間 は必要 とされて
いるが,大 きく下回った。睡眠 は絶対的な睡眠時間 も必要であるが,そ の内容
や,目 覚 めの爽快感 も大切 な要因である。これをぐっす り眠れたかの問いで聞
いた結果,一 週間に4.8日ぐっす り眠れたと答えている。男子が4.7日,女子が
4.9日で僅かで はあるが女子の方が多かった。これ も,女子が規則正 しい生活 を
送 るように心がけていることや,朝 食 をきちん と取ることを心が けていること
と大いに関係があると考 えられ る。
図2は 一週間の便通頻度である。便通が毎 日あった者は全体 の約6割 であっ
た。その内訳で,男 性 と女性の比率で言えば2/3は男性,1/3が女性であった。
一般的 に女子の便秘傾向が指摘 され てい るが,こ の調査で も確認された。男女
の差で単純平均 してみると,男 子 は一週間に6.2回,女子 は一一週間に5.0回便通
があった ことになる。便通 を健康 に関連づ けて考 えるときに,運 動に注目して
みた。便通 と運動に関 して はか な りの相関があると言われている12)。次の設問・
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図2一 週間の便通頻度
運動 を した日数 とクロス集計 してみたが,今 回の調査 で はその傾 向 を窺 い知 る
ことは出来 なか った。
一週 間の運動頻度 を図3に 示 した。運動 した 口は一週間に1日 と答 えた者が
約半数の46.1%いた。 この設問 は大学での体育 の授業 も含 む としてい るので,
これを除 くと43.6%の者 しか積極的 に体 を動 か している ことにならない。特 に
注 目される ことは,10.3%の者が,こ の一週 間 に体育 の時間 を も含 めて も尚,
一度 も運動 を していない ことで ある。一週間 に2回,最 低限二週間 に一度 の割
合で体 を動 か さなければ,身 体 の筋 力 は増強 され る どころか,現 状の筋量 よ り
も低下す る と言 われて いる13)。この調査 で は,こ こ一 週間 しか解 らないが,特 に
注 目された10.3%の者が,こ こ二週間や ここ一 ヶ月の期 間 に広 げた場合で も,
急 に運動 をした とは考 えに くい。それ を裏ず けるものは,設 問14・体 を動 かす
ことが嫌 い78.8%の運動嫌 いの傾 向や,設 問8・ 図4の 少ない運動量 を十分 で
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図3一 週間の運動頻度
あるとす る回答 な どであ る。意識 の向上 と,よ り積極 的な体作 りや運動が必要
と思われ る。単純 集計 を してみ ると,全体 で は,'一週間 に2.1日運動 を して いた。
男子 は一週間 に平均2.4日運動 を してお り,女 子 は男子 よ り幾分少 な く1.7日運
動 をした ことにな るが,大 学生 の運動量 として は決 して多 くはない。
この一週 間に2.1日体 を動 か した運動量 を適度 とした者 は,22.3%であった。
非常 に少 ない,か な り少 ない,や や少 ない と答 えた者 は,一 割 に も満 たない7.1
%で あ った。逆 に,こ の運動量 を非常 に多 い,か な り多 い,や や多い としてい
る者 は,70.7%であ った。男子 が67.3%,女子 が74.4%であった。次の設 問で
は,こ の一週 間で疲れ を感 じた 日を聞いた。平 均4.4日疲労 を感 じた と答 えてい
る。男子 は4.32日,女子 は4.49日で あった。実 際に女子 は男子 よりも運動 をし
た日は少 ないが,こ の運動量 を適度 か十分 であ ると答 え,し か もよ り疲れ を感
じてい る ことは興味深 い ことであ る。有病感 を持 って診察 を受 けるの は男子 よ
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り女子の方が率 として高い と言われ,自 分の健康 チェック,体 の変化には女性
の方が敏感であることが影響 しているのか もしれない。
飲酒について,こ の一週間にお酒 を飲 んだ者 は58.9%であった。男子 は60.4
%の 飲酒率で,女子 は57.1%の飲酒率であった。飲酒者 はこの一週間 に2.3日お
酒 を飲んでいた。男女 の内訳 は男子2.6日,女子2.0日であった。飲酒 について
は,習 慣性 をより少 な くするためや,肝 臓 の機能 を低下 させないために も,一
週間に一度のお酒 を飲 まない肝臓 を休 める日,体 肝 日を設 けることが必要 とさ
れているが,現 在で はその日が二 日,或 は三 日と言われ るようになって来 た。
いずれにして も,飲 酒 に関 しては良好な状態である と言える。 タバ コは21.6%
の者が吸 っていた。男子 の喫煙率は36.7%,女子の喫煙率 は4.6%であった。喫
煙本数 は一 日16.5本であった。男子 は17.3本,女子 は9.6本であった。飲酒や喫
煙 に関 して は,一 般 に言われている割合 よ りかな り低 く,か な り良好 な状態で
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あると言える。 しか しなが ら,これ らの行為は日本において20歳未満の者には
法律上は禁止されていることもあって,信 頼度の高い情報を得 ることは必ずし
も容易なことではない14)。特にこれ らの項 目については,得られた情報に満足す
ることなしに,絶 えず内容にまで立ち入って考察 し,横断的,縦 断的さらに継
続的な調査が必要であることを示唆していると思われる。当然,飲 酒や喫煙が
許されるのは20歳を過 ぎてか らである。社会の風潮 として未成年の大学生 も,
社会人の中の,更 に大枠の大学生の範疇に属 し,それ らの行為が容認されてい
る傾向にある。 この事 は教育の場においては積極的に支持する立場 を取 る事が
できない。あ くまでも未成年者の飲酒の害や喫煙の害について啓蒙 して行かな
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図5体 力に対する自信 と不安
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けれ ば な ら な い15)・16}・17)・18)・19)・20)・21>・22),23)。
図5と 図6は 体 力 と健 康 に 関 す る 自信 と不 安 の 男 女 差 を 見 た も の で あ る 。 自
分 の 体 力 に 自 信 が あ る も の は,39.4%,ど ち ら で も な い20.9%,不 安 で あ る と
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図6健 康に対する自信 と不安
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した者 は39.7%であった。男女 の差で は,男 子38.0%女子40.9%の者が 自分 の
体 力 に自信 がある と答 えてお り,不 安 で ある と答 えた者 は男子44.7%女子34.1
%,ど ち らで もないが男子17.3%女子25.0%であった。男子 よ り女子 の方が 自
分 の体 力 に自信が あ り,不 安 も少 ない。 自分の健 康 に 自信が ある と答 えた老 が
44.2%,不安 である と答 えた者 が40.3%,どち らで もない と答 えた者 が15.6%
であった。男性 と女性 の差で は.自 信が あ ると答 えた者 が男性49.3%女性38.4
%で あ った。不安 であ る と答 えた者が男性36.0%,性45.1%,どち らで もない
と答 えた者が男性14.7%女性16.6%であ った。体力 とは逆 に女性 よ り男性 の方
が,自 分 の健康 に自信 が あ り,不 安 も少 ない と答 えてい る。 この結果 か ら言 え
る ことは,体力 と健康 について の捉 え方 が違 ってい るこ とであ る。この ことは,
基本的 な男女における人 生観 の考 え方 の差,あ るい は意識 や行動 の差 が現れて
い る と言 えるのか も知れ ない。飲酒 や タバ コの習慣,運 動 や睡 眠の不足,不 規
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則にな りがちな生活習慣などが男子学生に,生 理的な憂欝 さや不快感,便 秘傾
向にあること,精神的な抑圧感などが女子学生に作用 したと考 えることもで き
る。
健康 への関心は栄養 のバ ランスが一位,続 いて十分な睡眠,思 い悩 まない,
気分転換,運 動の施行,規 則正 しい生活,そ の他 となっていた。男性 は栄養の
バランスが一位,続 いて十分な睡眠,思 い悩 まない,気 分転換,運 動の励行,
規則正 しい生活で,女 性 は栄養のバ ランスが一位,続 いて十分な睡眠,思 い悩
まない,気 分転換,規 則正 しい生活,運 動の励行であった。
要 約
大学生の健康に対する意識や行動を集団的に捉え,健 康教育の現場に資する
ことを目的 として健康調査を行った。調査 は明治大学文学部一部 ・二部,男 子
学生150名,女子学生133名の計283名,質問紙法,無 記名で行なった。
その結果,運 動嫌い,運 動不足の傾向にあることが指摘 された。健康に関す
る意識の向上 と行動 の改善が成 されなければならないであ ろう。女子学生が男
子学生 よりも,規則正 しい生活に心がけていることが窺われた。健康 と体力に
ついての捉え方に,男 子学生 と女子学生の違いが見 られた。飲酒 と喫煙に関 し
ては良好な状態が報告 されたが,今 後 とも継続的な調査が望 まれる。
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